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久万高原町都市計画マスタープラン（案）に対する意見の要旨 

と町の考え方 

 

１ 意見募集の概要 

募集期間 令和４年１月１9 日（水）から令和４年２月２日（水） 

閲覧場所 

建設課、各支所（面河、美川、柳谷）及び町ホームページ 

※ふれあいロードおよび各支所において、ポスターを掲示 

※令和 4 年 1 月 28 日（金）ふれあいロードにおいてポス

ターセッションを開催 

意見の提出方法 持参、郵送、FAX、メール 

意見の提出先 建設課 

 

２ 案の縦覧およびパブリックコメントの結果 

（１）縦覧者数 6 名  

（２）ポスターセッション参加者数 ７名  

（３）意見書の提出 ３通（意見数 4 件） 
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意見の概要と意見に対する町の考え方 

№ 意見の概要 意見に対する町の考え方 

１ 

〇多様な主体との連携に関する意見 

（地域別構想） 

・「面河支所周辺については、地域の生活

拠点として、日常生活に必要な施設の

維持・確保を図るなど、地域運営協議会

と連携した取組を推進します。」 

⇒「…地域運営協議会“等”と連携した…」

を追加してはどうか。 

・「高齢者が抱える課題や困難事例への対

応をきめ細やかに行うため、集落支援

員による支援など、関係団体と連携し

た課題解決に向けた取組を検討しま

す。」 

⇒「…“福祉活動専門員や”集落支援員に

よる支援… 

を追加してはどうか。 

以下の理由により、計画書に反映しま

す。 

・生活拠点の形成においては、地域運営協

議会だけではなく、自治会も含めた住

民団体との連携が必要であると考える

ため。 

 

・地域の高齢者への対応をきめ細やかに

行うためには、福祉活動専門員による

連携も重要であると考えるため。 

 

２ 

〇四国カルストへのアクセス道路の整備等に関する意見 

観光産業と地域活性化を図るために、

交通施設の方針の中に、四国カルストを

主体とした位置づけを行ってはどうか。 

・国道 440 号の早期整備 

・四国カルストへの道路整備 

・松山市～四国カルスト（五段高原）への

定期交通便の開設 

国道 440 号を含め、県道野村柳谷線、

町道四国カルスト高原線などの路線につ

きましては、主要幹線道路のなかで四国

カルスト周遊ルートとして位置づけ、整

備を促進・推進していくことを計画書の

中で謳っています。 

また、四国カルスト行きのバス路線に

つきましては、観光担当課や公共交通担

当課に対して、年間数件の問い合わせが

あるものの、現状では、観光客の多くが自

家用車やレンタカーを利用しています。

定期便運行については、地元企業や地元

団体とも協議しつつ、需要等を見極めな

がら検討していきたいと考えています。 

3 

〇計画の実現に関する意見 

・ 地域別構想において、各地域のグルー

プワークで出された意見に対する方

針について、早急な行動計画を検討し

ていただくことを願う。 

目指すべき都市像の実現に向けた今後

の取組につきましては、計画書のなかで

実現化方策に記載しております取組を多

様な主体と協働して推進していきます。

また、計画の進捗については、PDCA サ
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№ 意見の概要 意見に対する町の考え方 

・ 町には様々な計画が策定されていま

すが、それをどのように具体化し、町

民の安心・安全なまちづくりに生かす

かが大切である。計画を策定して終わ

るだけではなく、この先が重要である

と考える。 

・ SDGs 達成に向けた都市づくりのた

め、町の施策に期待している。 

イクルで進行管理を行うとともに、上位

計画の改定や社会情勢の大きな変化が見

られた場合は、必要に応じて計画を見直

すこととします。 

 

4 

〇地域医療に関する意見 

川下地区の医療について、施設の老朽

化の改善・維持修繕を図る前に、医師の高

齢化問題を早急に検討していく必要があ

ると思う。 

川下地区には、面河診療所のほか、公設

民営のみかわクリニックおよび吉村医院

の３つの医療機関があります。 

本町としましては、公設民営の２つの

医療機関に対して、できる限りの支援を

行い、１日でも長く診療を続けていただ

きたいと考えておりますが、医師の高齢

化問題も検討していく必要があることに

つきましては、ご指摘のとおりです。 

地域医療につきましては、町総合計画

に基づき、町立病院を中核として医療水

準の維持・向上に努めるとともに、本計画

における「生活拠点」の維持の観点から、

各地区における医療拠点の持続に対して

も積極的に取り組み、地域コミュニティ

機能を継続していくことが町の責務であ

ると認識しております。 

現在、地域医療の諸問題について具体

的に検討・協議する場を設けるための準

備を進めておりますので、本意見につき

ましても、検討していきたいと考えてい

ます。 
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久万高原町立地適正化計画（案）に対する意見の要旨と 

町の考え方 

 

１ 意見募集の概要 

募集期間 令和４年１月１9 日（水）から令和４年２月２日（水） 

閲覧場所 

建設課、各支所（面河、美川、柳谷）及び町ホームページ 

※ふれあいロードおよび各支所において、ポスターを掲示 

※令和 4 年 1 月 28 日（金）ふれあいロードにおいてポス

ターセッションを開催 

意見の提出方法 持参、郵送、FAX、メール 

意見の提出先 建設課 

 

２ 案の縦覧およびパブリックコメントの結果 

（１）縦覧者数 6 名  

（２）ポスターセッション参加者数 ７名  

（３）意見書の提出 1 通（意見数 1 件） 

 

意見の概要と意見に対する町の考え方 

№ 意見の概要 意見に対する町の考え方 

１ 

〇防災指針に関する意見 

防災指針について、災害リスク分析に

よる取組方針が、なぜ久万地区のみなの

か。 

防災指針は、居住誘導区域の災害リス

クに対する防災・減災対策の取組を示す

ものです。 

本町の居住誘導区域は、都市計画区域

内の久万地区に対して設定しているた

め、災害リスク分析は、当該区域しか行っ

ていません。 

しかしながら、災害情報の周知、災害ハ

ザードエリアからの移転促進、指定避難

所の避難運営マニュアルの作成など、全

町的に取り組むべき防災・減災対策もあ

りますことから、本指針において、「全町

的な取組」として記載しており、一体的な

取組を推進していきたいと考えておりま

す。 

 


